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鋳造の安全衛生
んが で わ か る

この視聴覚教材は、鋳造作業を行う事業場で働く皆さまに向けて安全や衛生の基本について学ぶ
ことを目的に作成したものです。

日本語
に ほん ご



は～い！

今日は鋳造作業の
安全衛生について
学んでいこう！

高温物に接するし、
重い材料も扱う、
さらに機械操作もするから、
安全には注意しないとね。

そうだね！

どんな作業を
しているんだろう。

どんなことに
気をつければ
よいのかな。

事故防止だけでなく、
粉じん障害の防止も必要なんだね。

まずは
労災の発生状況を
見ていこう！

じゃあ
労災の主な原因を
見てみよう。

参考：厚生労働省『平成 31年業種別事故型別労働災害発生状況』
（鋳物業および非鉄鋳物業の合計値より算出）

１ はさまれ・巻き込まれ 31 %

2 高温物との接触 13 %

3 飛来・落下 11 %

4 転倒 10 %

5 動作の反動・無理な動作 9 %

鋳造作業における死傷災害の発生割合鋳造作業における死傷災害の発生割合

※鋳造に関わる作業では、粉じんが発生する作業が多いため、
粉じん障害についても懸念がある。



そうなんだ。

ん？

じゃあ
労災の具体的な
事例を見てみよう！

鋳物、金型、機械などに
身体がはさまれて、死亡する事例も
報告されている。

どうして
労災が起きて
しまうんでしょうか？

安全を確保するための
ルールが守られなかったことが
主な原因だね。

たとえば、
コンベヤに手などが巻き込まれて
大ケガをしたり、

たとえばどんな
ルールがありますか？

そんなことか。

もっと複雑なルールが
あるのかと思った。

労災を
防止するためには、
ルールの徹底が
重要だぞ！

は、はいいぃぃ！

点検や修理などを行うときに、
まず機械を止めること。
機械が確実に停止したことを
確認してから、
作業をすることが大事だね。

※安全を確保するためのルールは、法令のみならず過去の数多くの失敗や事故の経験を教訓にして作られています。



それじゃあ、

実際の現場を、

見てみよう！

他にはクレーンでの事故も多いんだ。
つり上げられた鋳型がぶつかることや
壁などにはさまれて
大きな事故となることもある。

鋳型や鋳物の落下にも注意しよう。
重さが数百キログラムのものもあるので、
頭に当たったり、下敷きになると、
命を失うこともある。

危険と隣り合わせ
なんですね。

だからこそ、
ルールを確実に守る
ことが重要なんだ。

あとは、自分の身体を守るためには、
保護具の着用が重要だよ。
たくさん種類があるけれど、
用途を踏まえて選ぶ必要があるんだ。

たとえば、粉じん対策には
マスクの着用が有効だよ。

普段からどんなことに
気をつければよいですか。

４Sというのを
知っているかい？

4Sとは、整理（Seiri）、
整頓（Seiton）、清掃（Seiso）、
清潔（Seiketsu）。
これが安全の基本だよ。

整理

整頓

清掃 清潔



塗型剤が
作業服について
しまった。

防毒マスクを
着用して中毒を
防ぐことが大事だ。

塗型剤は
有機溶剤だから、

この砂型に
塗型をして
おいてくれ。

塗り終わったら
こんな感じに
火をつけて、
表面を固く
するんだぞ。

有機溶剤は
引火しやすいから
火には細心の注意を
払うように。

はい、
わかりました！

それでは
火をつけよう。

よーし
塗り終わった。

あーっ！
しまった！

気を取り直して、
少量だし
大したことは
ないだろう。

CASE 1
やけど 局所排気装置



おー、燃えてる
燃えてるー。

あっ！
作業服に火が！

おい！
どうした？

ひどいやけどだ
すぐに冷やそう！

大丈夫か？

痛い…。

うわぁー
熱い、熱い！
助けてくれー！



CASE 1 まとめ
作業場では、
適切な保護具を使用!

有機溶剤は
引火しやすいから要注意！1 2

鋳物に触るときはかわ製手袋を着用しよう！TIPS

あっ、
鋳物が少し
ずれている。

色が黒いから
もう冷えているだろう。

鉄は黒くても高温のことがあり
ます。また、アルミは高温でも
色が変わりません。
鋳物を触るのは、十分に冷えて
からにしましょう。

うわっ！
熱い！

あっ！
作業服に火が！

うわぁー
熱い、熱い！
助けてくれー！

おい！
どうした？

こぼれたら
すぐに拭き取ろう。

病院に連れて
行くぞ！

すぐに救急車を
呼びます！

しばらく
入院することに
なるそうです。

病院に搬送後―

君がケガをすると
自分が困るだけで
なく、

仲間や家族も
心配するんだぞ。

彼は不注意な行為が
いかに危険か
痛感しました。



よし！準備ができた。
グラインダー作業を
始めるぞ。

グラインダー掛けには
危険が伴うから
注意しないとな。

あの荷物はどこにあの荷物はどこに
行ったのかな。行ったのかな。

まずは
鋳物を治具で
留める。

回転したまま
机に置くと
落ちて、
足をケガする。

グラインダーが跳ね返り、グラインダーが跳ね返り、
砥石が体に当たり、砥石が体に当たり、
大ケガをする。大ケガをする。

あっ、あの人に
聞いてみよう。

うわっ、痛い！

大丈夫？
こすらない
でね。

すぐ目を洗いに
行きましょう。

あのー、
ちょっと
すみません。

目が!?
目がぁ!?

あぁ、
心配だなぁ。

CASE 2
グラインダー掛けで負傷



金属粉は
周囲に飛んでいるのに
見えにくいから
わからなかったん
だろうな。

うわっ！

痛い！
足の上に
鋳物が落ちた。

鋳物をぶつけた所が
どんどん痛くなってきたぞ
少し熱い感じもする。 どうなって

いるんだろう。

少し痛むけど
なんとか大丈夫
そうだ。

足の甲プロテクタも
つけないといけな
かった。

あっ、そうか
鋳物を治具で留めるのを
忘れていたんだ。

おかしいな。

なんだか鋳物が
ぐらぐらするな。

急いで次の
作業を始めよう。

それにしても
かなり痛そう
だったな。

２時間後―

10分後―



CASE 2 まとめ
グラインダー作業は
注意しよう！

決められた手順に
従って作業しよう！1 2

グラインダー掛けの近くでは
保護めがねを着用しよう！

TIPS

グラインダーのグラインダーの
金属粉は金属粉は
火花だとよく火花だとよく
見えるけど、見えるけど、

30cmほど飛ぶと
冷えて黒くなり
見えなくなる。

近くを通る人も
保護メガネが
必要だよ。

回転したまま机に置くと、落ちて足にケガをする。
グラインダーが跳ね返り、砥石が体に当たって
大ケガをする場合があるので気をつけよう。

作業を再開するときは作業手順が正しいか、危
険がないかをもう一度確認しよう。

※研削砥石の取替え又は取替え時の試運転の業務は、労働安全衛生法令上の安全衛生特別教育を受けた者でなければ行えません。

骨にひびが入って
いたんだって？

監督！
足にケガをした
ようです。

うわ、こんなに
腫れている！

ケガをしたら
自分が困るだろう。
今回は休んで
しっかり治そう。

報告が遅いぞ！
「ケガをしたかもしれない」
と思った時点で
すぐに報告するんだ。

治具も保護具も
必ず使うんだぞ。

彼は決められた手順を
守ることが大事だと
実感しました。

うわっ！

おかしいな。

なんだか鋳物が
ぐらぐらするな。



どこか
おかしいのかな。
君も一緒に
点検してくれ。

まず
電源を切って、

プーリーの
カバーを
取ってみよう。　

あっ！
チェーンが
外れている。

原因はチェーンか、
もう直ったようだな。

コンベヤから
落ちた砂が
たまってきたな。

一輪車に入れて
運ぼう。

何だ？
コンベヤから
大きな音が
したぞ。

先輩、
大変です！
コンベヤが
止まりました！

何！ 君、
見てきてくれ。

CASE 3
コンベヤへの巻き込まれ



自分の
作業に戻ろう。
スイッチオン！

うわ
袖が！

危ない!!

オレの
ボタンかな…？

うわー！
袖口が
ひっかかった！

えっ?

危ないな！
腕が巻き込まれそうに
なったぞ！
電源を入れるときは
周りに声がけするのが
決まりだろ！

あーあ、ボタンが
取れてしまった。

ごめん、ごめん。
大丈夫？

しまった！
プーリーのカバーを
外したままだった！

おや？
砂の中に何か
あるぞ。

巻き込まれなくて
よかった。
危ないところだった。

うわー！

腕が
巻き込まれる！



CASE 3 まとめ
再稼働の前に
もう一度確認！

稼働中の装置には
触れない！1 2

４Sの徹底は安全の基本！TIPS

清潔（Seiketsu）清掃（Seiso）

整頓（Seiton）整理（Seiri）

・身だしなみを正す。
・作業服は汚れたままや、破れたままにしない。
・道具や保護具の手入れをする。

・作業場が汚れたら、すぐに掃除する。
・床に物を捨てない。

・道具は決められた場所に片づける。
・通路にものを置かない。

・使うもの、修理するもの、捨てるものを分ける。
・不要なものは捨てる。

うわ
袖が！

オレの
ボタン
かな…？

点検などでカバーや安全装置などを外したときは、
① 必ず元に戻す。
② ずれなどを確認。
③  周りに声がけして人がいないか確認後、

電源ON。
異常時は複数人で対応すること！
監督者に報告すること！

作業服や道具の巻き込まれに注意

例： 作業服の袖 手袋
 スコップ 長い髪
 ストラップ など

助けて
くれー‼

大丈夫か!?

腕の骨を折る
大ケガだって。

このような小さな手順違反の
積み重ねが、今回のような
大きな事故になったんだぞ。

巻き込まれは怖いぞ、
命にかかわることもある。
危ないところだったな。

はい…。

彼らは「これからは
十分に注意して作業
しよう」と誓いました。

いいか！
声がけ確認の不足、カバーの
取りつけ忘れ、破れた服の放置、
稼働中の装置への手出し、



危険は意外と
身近にあるってことが
よくわかっただろう？

職場の安全衛生には
ひとりひとりの意識と
ルールを守ることが大事。

そして……、

登場人物の
ドジなところが
誰かに似てたね。 ん？

なんか言った？

労災は、
決して他人事ではなく
身近な問題だ。

何かあったときのために、

よし！

ルールを守って
毎日がんばるぞ！

日頃から職場での
コミュニケーションも大切よ。

ルールを守ることは
「身体」「家族」
「生活」を守ること
だと覚えておいてほしい。



用途に合った
保護具を使おう！保護具等

ヘルメット

遮光めがね

呼吸用保護具

前掛け

保護めがね

ずれないように、あご紐を調整し、しっかり締める。
一度でも衝撃を受けたものは、取替える。

危険物や有害物の種類に合ったものを使う。顔にぴったりフィットさせる。

できるだけ高い位置
から掛ける。

熱などから
体を守るもの

強い光から
目を守るもの

飛来物、粉じん、
熱から目を守るもの

粉じんを吸わないよ
うにするもの。

有毒なガスを吸わな
いようにするもの。

防じんマスク

防毒マスク

・有害物の種類、濃度に合ったものを使う。
・密着性を確認する（フィットチェック）。
・フィルターや吸収缶を交換する。
・使い捨て式は使用限度時間を守る。

多量の粉じんを長期間
にわたって吸い込むと、
じん肺になる可能性が
あります。

熱や鋭利なものなど
から手を守るもの

重量物から
足を守るもの

スパッタなどの
高温物が入る隙
間をなくすもの

用途に合った材質で、袖が
長く、五本指のものを使う。

肌が見えないよ
うにする。

頭部を衝撃から
守るもの 自分に合ったサイズの靴を履く。

足の甲プロテクタをつける。

スパッタなどが
入らないように
するもの

ゆるみができない
ように装着する。

対策のポイント 2 対策のポイント 3
身体のサイズに合った保護具を使おう！ 汚れたり、破損したままにしない！

サイズが合わない
ときは、すぐに取
替えてもらう。

汚れを取る。 清潔な場所に保管する。

破損したり、穴があ
いたら、交換する。

対策のポイント 1
正しく装着し、正しく使おう！

ずれや隙間が
ないように！

※スパッタ：溶けて飛び散った金属の粒※スパッタ：溶けて飛び散った金属の粒

保護具は、
作業内容に応じた
適切なものを選び、
かつ、正しく使用
しないと
意味がないぞ！

手袋 腕カバー

安全靴 足カバー
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